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Ⅰ.施設規模及び仕様の検討・設定 

1.基本事項の整理 
1-1. 計画策定にあたっての基本的な考え方 

 生息環境の再現を意識した自然修景で、見ごたえのある風景をつくる。「動物の姿・形」 

を見せるのではなく「動物の生活」を魅せ、動物たちがいきいきと生活する展示空間を創出 

する。また、動物福祉基準への対応や希少種の保全事業についても精力的に取り組む。 

1-2. 森林ゾーン・湿原ゾーン再整備の考え方 

平成 26 年に施行された「千葉市動物公園リスタート構想」において記載・計画された内容に対し、動物等を

取り巻く「入手性」「展示実現性」、「維持・運営面」等の面から検証を行い、時点修正を行った。 

【検証の観点】 

展示手法の実現性と展示の魅力度（費用対効果）、ゾーンテーマとの整合性、動物福祉基準への対応 

コレクションプランの検討 

下記視点について検討し、選考した。 

・「千葉市動物公園リスタート構想」で設定されたゾーンテーマの具現化 

・日本動物園水族館協会コレクションプランの位置づけ 

・保持するコストによる持続的維持管理が可能 

・将来的な入手性 

展示計画の修正点 

①森林ゾーン 

●見直す計画 

●新たな取組、強化する取組  

■展示動物 

繁殖注力種 ゴリラ、マレーバク、フクロテナガザル 

展示テーマを演出

するための種 

森林性サル、ビントロング、アカカワイノシシ、 

ホンドザル、キジ類、日本産動物

・動物の福祉に配慮した飼育・展示空間の創出 
生息環境の再現を意識した自然修景で、見応えある風景をつくる。各飼育・展示施設は、動物福祉を考慮し、
各動物種の生理、生態に配慮したものとする。 
動物福祉に関連する業務が多くを占め、それらに対対応するため、飼育数の絞り込みを行う。 

・ゴリラの繁殖に適う環境整備 
国内ゴリラ６園・２０頭まで減少している。 
園内飼育頭数の 1/4は本市所有であるが、これまで繁殖実績が無い。種の保全を推進させるため、本来の群
れで生活できる環境を提供する。 
(ゴリラは千葉市動物公園のロゴマークに採用されているシンボル種となっている。)

基本的な考え方

・オランウータンの飼育（現在非展示） 
特に大型類人猿は動物福祉への対応から、ハード・ソフト面に多くの資源が必要となることから、群れ飼

育が前提となるゴリラの飼育と合わせると大きな負担となる。 

・サル比較舎（現在 7種を展示） 
動物福祉を充足させる施設づくりを必要とするが、多くの敷地区画並びに建築構造物を必要とし、他動物

のスペースがとれない。
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②湿原ゾーン 

 

●見直す計画 

      

 

 

 

 

●新たな取組、強化する取組 

 

■展示動物種  

  
 

 
1-3. 各ゾーンの整備方針 

全体及び各ゾーンの計画における整備方針については、以下の通りである。 

 

〇 全 体  

 

 

共通テーマ：『動物の行動を最大限に引出す』 

 

コンセプト：『行動の裏にある意味を伝える』 

 

目指す展示：・動物福祉向上を図る為に動物の持つ本来の行動を引出すことで、動物も来園者にも 

精神的に充実した空間を提供する。 

・本来の行動を引出すことで動物に対する好奇心を高める。 

・その動物が暮らす環境への理解を深める。 

 

効 果 ：動物福祉や自然のつながり、保全への関心に派生していく 

 

  

繁殖注力種 ハシビロコウ、カピバラ 

展示テーマを演

出するための種 

カワウソ、ビーバー、スナドリネコ、 

ショウジョウトキ、ガンカモ類、フクロウ 

・ペンギン・アシカの飼育 
・水量の低下等、ランニングコスト面からの考慮 
・動物の生息環境展示が必要であるが、これらの種は「湿原ゾーン」生息環境と一致しない。 

・ビーバーのダムづくり    
・ビーバーによる「ダムづくり」は恒常的再現並びに、施設の構築、維持には困難である。 

・ハシビロコウの繁殖に重点を置き、湿原をイメージさせる環境の提供 
国内初となる繁殖を目指し、野生に近い環境を整備する。併せて飛翔する姿や営巣活動など本来の行動を
発現させる。 

  

・ウォークスルー型フライングケージ 
近年、鳥インフルエンザ発生頻度が高まっており、観覧制限期間が長期化するリスクがある。 

・カピバラが家族で悠々と泳ぐ広い池を取り囲むくつろぎの空間 
 風貌や行動から人気種であり、見る人に対する癒し効果が大きい。 
国内では温泉につかる姿が有名だが、家族で大きな池に列をなして泳ぐ姿など、本来の生態を観察できる
生息環境を再現する。  
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 ①森林ゾーン 

 

【アフリカの森】 

 

繁殖注力種：ゴリラ 

主 題  ：ゴリラの繁殖を成功させるための飼育環境を整備する。 

取 組  ：家族での生活を可能とする空間並びに構造の構築 

       樹上生活を再現できる環境の再現(自然木を利用した三次元構造) 

具体表現：ゴリラが暮らすアフリカの森林をイメージさせる修景の再現 

  エンリッチメント取組など動物福祉の充足 

 

アフリカの森に生息するゴリラを中心に、同じ生息域近辺にいるアカカワイノシシ、 

ブラッザグエノン、ホロホロチョウを展示する。また、アフリカ地域でも独自の進化を遂げたマダガ 

スカル島に生息するクロシロエリマキキツネザル等を展示する。 

 

 

 

 

【アジアの森】 

 

〖アジアの森林〗 

 

繁殖注力種①：テナガザル 

主 題  ：樹上生活者であるテナガザルの行動を魅力的に見せる 

取 組  ：より自然な環境で迫力あるブラキエーションと音声コミュニケーションの発現 

具体表現：従来の人工的な雲梯から擬木等を使用した自然修景に変更 

 

繁殖注力種②：マレーバク 

主 題  ： 林床生活者であるマレーバクの行動を魅力的に見せる 

取 組  ：・繁殖行動に繋がる環境の提供 

      ・野生下と同様の活動量の再現 

具体表現：・アジアの熱帯林をイメージさせた展示で、テナガザルとの通景展示 

  ・水中での行動も可能な水辺の設置 

 

〖千葉の森林〗 

 

展示テーマを演出するための種：ホンドザル 

主 題  ： 千葉県の天然記念物の存在と動物園のサル山の歴史を伝える 

取 組  ：・動物福祉の観点から動物の心理的ストレスの要因となる従来の見下げ展示を見上げ展示 

へ変更し、新たな観覧視点を提供  

  ・群れによる本来の社会行動ができる環境の提供 

具体表現： 国内初のサル山展示が参考にした高宕山を再度再現する 

 

アジアの森に生息する上記動物を中心に、同じ生息域近辺のビントロング、キジ類、 

アカアシドゥクラングールを展示する。千葉の森林では県内で絶滅したムササビ、外来種で生息域を 

拡大しているキョン等を展示し、他園にない独自性を追求する。 

 

 

■他候補種一覧表【アフリカの森】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■他候補種一覧表【アジアの森】 
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Ⅱ. 動線及び空間デザインの検討・設定
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Ⅱ. 動線及び空間デザイン及び動線の検討・設定 

1.動線計画  ①森林ゾーン A【アフリカの森】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゾーン出入口は変更しない 

飼育管理がしやすいよう、管理通路

に沿うように建物を配置 

屋内展示ができるよう、園路に接す

る様に配置 

入口からゴリラが遠くに見え

るよう配置 

森林景を演出できるよう、既

存所木を借景に活用できる位

置に配置 

園路を蛇行させることで来園者

の心を弾ませ没入感を創出し、

観覧しやすい計画 

アカカワイノシシの屋内展示は

管理通路沿いかつ森林景に入ら

ないよう配置 

エリマキキツネザルがアフリカ

の森の入口 

バイオマスボイラーの 

設置候補地を避けた 

ビュー方向の設定 

※設置計画との調整が必要 
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2.空間デザイン  ①森林ゾーン A【アフリカの森】 ゴリラ・アカカワイノシシ 

 

  

山から流れる小川 

 
ヌタ場 

アカカワイノシシと 

ゴリラの通景展示 
自然光を取り入れ、 

屋外に近づけた環境 

屋内と屋外を自由に 

行き来できる構造 

既存樹木を活用し 

樹上行動を見せる 

小屋の張り出し、 

生息地への没入感を演出 

樹上カメラでゴリラと同じ目線

の行動が見られるライブ映像 

樹上へ給餌をする為

のﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ 

 

異なる面の 2ヶ所に 

出入口を設置 

樹上の行動を引出すための倒木 

既存樹木を借景に活用し、 

森林景を演出 
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アカカワイノシシと 

ゴリラの通景展示 

ゴリラの接近を 

容易にさせる 

浅瀬の水場 

ガラス越しに 

間近で観察できる小屋 

投げ込みを抑制する擬木 樹上性を促すための倒木 ゾーン入口からゴリラが 

垣間見える樹木高さの設定 

JAZA基準による 

障壁の寸法を確保 
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「沼ザル」と呼ばれる 

行動を促す水場 

擬木を活用し、 

樹上性の行動を引出す 

樹上へ給餌をする為

のﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ 

 

JAZA基準による 

障壁の寸法を確保 

JAZA基準による 

障壁の寸法を確保 

自然光を取り入れ、 

屋外に近づけた環境 
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Ⅲ.イメージ図 

 

  



 

 
52 

 

51 

 

Ⅲ. イメージ図 

①森林ゾーン A【アフリカの森】 ゴリラ屋外展示のメインビュー  
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①森林ゾーン A【アフリカの森】 アカカワイノシシとゴリラの通景展示 
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